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世界 自然遺産 自神 山地の 自然素材を使 :め」 「縄文土偶 シール・ ステ ッーカー 」の

った アロマ開発を手掛 けている、鯵ケ沢 :3商品を開発・ 製造 し、 5月か ら販売 し

町一 ツ森 町の合 同会社 自神 アロマ研究所 :てい る。永井雄人代表社員 は 「自然 と文
(自神 自然学校一 ツ森校 内)力)、 世界文 :化の二 つの世界遺産があ るのは本県のみ

化遺産北海道・北東北の縄文遺跡群を題 :とい うことを知 つても らいたい Jと狙い

材 と した 「糸亀文 アロマ」と 「糸電文草木染 :を話 した。       (下 山高秋 )

草
木
染
め
や
ア
ロ
マ
な
ど

百神
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華1研業薔獲1鎧華讚昴:葺事蒲最開発:

縄文土偶シール・ ステ ッカー
草木染め

自
神
山
地
と
、
三
内
丸
山
遺

跡

（
青
森
市
）
に
代
表
さ
れ
る

縄
文
遺
跡
群
一
こ
の
二
つ
の
共

通
点
が

「
世
界
遺
産
」
だ
。
普

段
は
自
神
を
テ
ー
マ

・
素
材
に

商
品
開
発
を
手
掛
け
る
研
究
所

が
、
縄
文
関
連
商
品
製
造
に
着

手
し
た
理
由
が
そ
こ
に
あ
る
。

縄
文
時
代
に
は
三
内
丸
山
遺

跡
が
所
在
す
る
場
所
に
ス
ギ
の

本
が
生
え
て
い
た
こ
と
に
着
想

を
得
た
縄
文
ア
ロ
マ
は
、
い
ず

れ
も
ス
ギ
の
成
分
５０
％
以
上
の

「土
」
（税
込
み
３
０
８
０
円
）

と

「
火
」

（
同
２
８
６
０
円
）

の
２
種
類
。

「土
」
は
レ
モ
ン

や

ユ
ズ

な
ど

の
成

分
を
配
合

し
、
土
の
香
り
と
と
も
に
あ

っ

た
縄
文

を
イ
メ
ー
ジ
し
た

。

「火
」
は
オ
レ
ン
ジ
や
ゼ
ラ
ニ

ウ
ム
な
ど
の
成
分
を
加
え
、
縄

文
の
生
活
を
明
る
く
照
ら
す
炎

を
表
現
し
た
香
り
だ
。
い
ず
れ

(左)と縄文ア ロマ (中央 )、 縄文
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∽
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国
国
い

北
彩
館
三
内
丸
山
店
、
県
観
光

物
産
館
ア
ス
パ
ム
物
産

コ
ー
ナ

ー
。問
い
合
わ
せ
は
研
究
所
（ａ

０
１
７
３
⑫
７
０
５
７
、
毎
週

月
、
火
曜
日
休
み
）

へ
。

津
軽
地
方
の
販
売
場
所
は
、

鯵
ケ
沢
町
の
自
神
自
然
学
校

一

ツ
森
校
と
青
森
市
の
あ
お
も
り

も
２

リ
ミ
勝
入
り
。
ア
ロ
マ
を
垂

ら
し
、
そ
の
香
り
を
伝
え
る
ス

ギ
製
の
置
台

・
デ
ィ
フ
ユ
ー
ザ

ー
が
付
く
。　
　
　
　

．

縄
文
草
木
染
め
は
、
三
内
丸

山
遺
跡
に
ス
ギ
の
本
が
あ

っ
た

由
来
に
加
え
、
縄
文
時
代
に
ク

リ
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
着
想
を
得
て
、
ス
ギ
と
ク
リ

の
木
を
材
料
と
し
た
商
品
。
ス

ギ
の
成
分
を
使

っ
た
商
品
は
淡

い
ベ
ー
ジ

ュ
色
ヽ
ク
リ
は
黒

っ

ば
い
色
合
い
に
仕
上
げ
た
。
税

込
み
価
格
で
ハ
ン
カ
チ
９
９
０

円
、
絹
ス
ト
ー
ル
６
２
７
０
円

な
ど
。　
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製
』
配
蘇
蝙
瞥

「も
っと
大
き
な
物
が
欲
し
い
」

と
い
う
要
望
を
受
け
て
作
成
。

ス
テ
ッ
カ
ー
は
亀
ケ
ロ
石
器
時

代
遺
跡

（
つ
が
る
市
）
の
遮
光

器
土
偶
と
三
内
丸
山
遺
跡
の
板

状
土
偶
、
風
張
１
遺
跡

（
八
戸

市
）
の
合
掌
土
偶
の
３
種
類
の

顔
面
部
分
。
シ
ー
ル
は
Ａ
４
判

昴
瑠
¶


